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　平成 24年 9月定例会を 9月 4日から 25日までの 22日間の日程で開催しました。

一般会計補正予算は一般会計補正予算は
　歳入歳出へ各5億4,761万 5千円を追加し　歳入歳出へ各5億4,761万 5千円を追加し

総額それぞれ総額それぞれ
146億9,915万1千円となりました。146億9,915万1千円となりました。

補　正　額 補正後の総額

特
別
会
計

国民健康保険事業 4億 3,983 万 3千円増 　52億 4,695 万 9千円

後期高齢者医療 　　　927万 9千円増 　 4億 9,236 万 6千円

介護保険 1億 2,222 万 4千円増 　41億 2,949 万 1千円

介護サービス事業 　　　131万 7千円増 　　　 3,029 万 9千円

公共下水道事業 　　6,802万 1千円増 　13億 2,669 万 2千円

工業用地造成事業 　　4,391万 6千円増 　　　 4,680 万 1千円

水道事業
特別会計

収益的収入 　　　　21万円減 　5億 5,036 万 3千円

収益的支出 　　 　3万 7千円増 　4億 6,733 万 7千円

資本的収入 　　　補正なし 4,755万 4千円

資本的支出 　　　14万 5千円減 　2億 9,506 万 2千円

9 月定例会最終日（9月 25日）に３つの特別委員会を設置しました。

決算特別委員会
　委員長　西信八郎　　　副委員長　大塚則男
　委　員　宮﨑　保、高瀬堅一、平田清吉、犬童利夫、三倉美千子

市庁舎建設に関する特別委員会
　委員長　村上恵一　　　副委員長　松岡隼人
　委　員　高瀬堅一、井上光浩、笹山欣悟、西信八郎、仲村勝治、三倉美千子、永山芳宏

治水・防災に関する特別委員会
　委員長　田中　哲　　　副委員長　犬童利夫
　委　員　宮﨑　保、村口　隆、大塚則男、平田清吉、豊永貞夫、川野精一、森口勝之
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議案等の審査結果
番　　号 件　　　　　　　　　　名 議決結果
議第 41 号 平成２４年度人吉市一般会計補正予算（第２号） 原案可決
議第 42 号 平成２４年度人吉市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議第 43 号 平成２４年度人吉市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議第 44 号 平成２４年度人吉市介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議第 45 号 平成２４年度人吉市介護サービス事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議第 46 号 平成２４年度人吉市水道事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議第 47 号 平成２４年度人吉市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議第 48 号 平成２４年度人吉市工業用地造成事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議第 49 号 平成２３年度人吉市水道事業特別会計決算の認定について 継続審査
議第 50 号 人吉市廃屋対策条例の制定について 原案可決

議第 51 号 人吉市防災会議条例及び人吉市災害対策本部条例の一部を改正する条例
の制定について 原案可決

議第 52 号 人吉球磨広域行政組合規約の一部変更について 原案可決
議第 53 号 損害の賠償について 原案可決
議第 54 号 損害の賠償について 原案可決
議第 55 号 区域外の公の施設の利用について 原案可決
議第 56 号 市道路線の廃止について 原案可決
議第 57 号 市道路線の認定について 原案可決
諮第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 推　　薦
諮第２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 推　　薦
諮第３号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 推　　薦
諮第４号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 推　　薦
議第 58 号 平成２４年度人吉市一般会計補正予算（第３号） 原案可決
議第 59 号 工事請負契約の締結についての議決内容の一部変更について 原案可決
議第 60 号 平成２３年度人吉市歳入歳出決算認定について 継続審査

請願・陳情等の審査結果
委員会 請願・陳情の内容 審査結果

総務文教委員会 学校図書館の蔵書整備・充実に関する陳情 継続審査

厚 生 委 員 会
認可外保育施設に通う子ども達への助成を求める陳情 継続審査
大幅増員と夜勤改善で安全・安心の医療・介護を求める陳情 不 採 択
消費税率引上げ等に断固反対する意見書を求める陳情 不 採 択

経済建設委員会
市営住宅建設に関する陳情 継続審査
市道中神地内第８号線道路拡張についての陳情 継続審査
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平成25年４月から市税等のコンビニ収納開始

　平成 25 年４月から、市営住宅家賃や市税など
をコンビニエンスストアで納めることができるよ
う収納業務手数料 18 万９千円の債務負担行為を認
めました。これは、現在関係機関と交渉中ですが、
年度内に収納代行業者を選定し、４月に備える必
要があるため債務負担を起こすものです。県内の
コンビニエンスストア全てに対応でき、支払いの
際の手数料（１件あたり 60 円前後）は市で負担す

ることになります。市税等の支払いの利便性が良
くなることを期待しています。

現在の市役所本館

●委員長　川野　精一　　●副委員長　豊永　貞夫
●委　員　宮﨑　保・平田　清吉・仲村　勝治・永山　芳宏総務文教委員会報告

人吉市廃屋対策条例を承認可決
　危険な状態で放置されている廃屋に関して、必
要な事項を定めることにより、市民へ危害を及ぼ
すことを未然に防止し、市民が安全で安心して暮
らせる防災防犯のまちづくり推進に寄与すること
を目的として、本条例が制定されました。今後、
実態を調査し、持ち主に対しては助言や指導を行
い、猶予項目に該当がなく勧告に従わない場合は、
市の掲示板やホームページ上で氏名が公表される
ことになります。平成 25 年１月１日からの施行
です。

人吉市防災会議条例の改正で機能強化
　東日本大震災を受けて、国の災害基本法が改正
され、それに伴い市防災会議の機能充実が図られ
ることになりました。進行中の防災無線の整備と
併せ、防災対策が進みます。

予約型乗合タクシーがスタート
　市内のタクシー業者３社が共同運行する予約型
乗合タクシーが、10 月１日から運行開始。皆様の
ご意見をいただきながら、他の交通空白地帯を含
め、今後も改善に努めてまいります。

『ひとよし花まる学園大学』（生涯学習講座）
を開設

　熊本学園大学、中小企業大学校人吉校、人吉市
で実行委員会を組織する「ひとよし花まる学園大

学」での質の高い講座が予定されています。

カルチャーパレスは改修設計段階へ
　基本設計の経費 825 万３千円を承認。平成 26 年
度予定の大改修に向けて、設計段階に入りました。

ひとよし春風マラソンは10回目の記念大会
　平成 25 年２月 17 日に開催予定の春風マラソン
は、記念すべき 10 回目の大会です。内容充実のた
めの補助金増額を承認しました。

市庁舎建設等基金に任意の積み立て
　耐震性の課題もあり急がれる新市庁舎の建設で
すが、今回市有地の売却益など 5000 万円の積立金
を承認しました。

●委員長　笹山　欣悟　　●副委員長　松岡　隼人
●委　員　高瀬　堅一・村口　隆・田中　哲・三倉　美千子厚生委員会報告
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【人吉ブランド化実行委員会に補助】

　昨年に引き続き人吉ブランド化実行委員会が東

京都庁で開催する「人吉球磨の味めぐり in 東京都

庁」への補助金 150 万円を計上。これは人吉球磨

の農産物等の販売イベントを利用して本市をＰＲ

する事業であり、今年は 11 月 14 日から 20 日まで

の７日間開催されます。

【人吉市クリせん定作業支援補助金】

　栗の低樹高せん定を実施し、栗の品質向上と栗

生産者の経営安定を支援するための人吉市クリせ

ん定作業支援補助金 200 万円を計上。20 数年前は

「ひとよし栗」として献上されていたこともあり、

せん定により低樹高を維持し台風被害に強く、実

を大きくすることに

よって、収量と単価

を上げていくことを

目的としています。

【県スクラムチャレンジ推進事業】

　八代・水俣・人吉の３市が連携して実施する広

域連携プロジェクトへの負担金 25 万円を計上。対

象となる事業計画は、中国からのクルーズ船の八

代港寄港に合わせた観光物産展、中国・上海での

「ニッポン・エキスポ」展覧会への出展、及びクルー

ズ船誘致活動といった３つの事業となっています。

　しかし、沖縄県・尖閣諸島の国有化に係る「反

日デモ」などの影響で、今後の動向によっては「事

業の見直し」が出てくることも考えられますが、

今後も県との協議のうえ、県南連携観光客誘致・

物産振興事業を推進していきたいとの説明があり

ました。

【石野公園の建物施設等の維持に要望】

　今回、村山公園管理棟トイレ内部塗装工事及び

石野公園管理作業棟屋根改修工事の 114 万７千円

が計上されていますが、公園管理に関連して、公

園内の老朽化した古民家の今後の利活用について

要望を行いました。

●委員長　村上　恵一　　●副委員長　井上　光浩
●委　員　大塚　則男・犬童　利夫・西　信八郎・森口　勝之経済建設委員会報告

今年も東京都庁で人吉ブランドをアピール！

子育てガイドブック児童虐待対応版を作成

　人吉市子育てガイドブック
児童虐待対応版作成のための
印刷制本費 25 万円を認めま
した。
　現在の子育てガイドブック
は、子育てに関するサービスがすべて記載されて
いますが、部数がなくなったことと、虐待関係が
全く掲載されていないために、虐待の定義、早期
発見、早期対応等を掲載したものを 500 部作成し
て、子育て中のお母さん方、福祉課の窓口、保健
センターの赤ちゃん訪問等で配布予定です。

障がい者等福祉手当の支給を廃止

　障がい者等福祉手当（年間４千円）は、平成 23
年度で支給が廃止となりました。現在の障がい者
福祉サービスが、きめ細やかな充実したサービス
となっており、障がい者の自立や社会生活を十分
に支援し得るものであることから廃止されました。
　その他、国民健康保険事業、後期高齢者医療、
介護保険、介護サービス事業、水道事業、公共下
水道事業の６件の特別会計の補正予算と、錦町の
簡易水道施設を利用することについて、錦町と協
議するための区域外の公の施設の利用についての
議案を審査いたしました。
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一般質問に
　1１名登壇
一般質問に
　1１名登壇
一般質問に
　1１名登壇

廃
屋
対
策
条
例
と

市
有
墓
地
問
題

問　

廃
屋
の
調
査
は
。
火
災
や
犯
罪
の
発

生
、
苦
情
件
数
は
。
人
里
離
れ
た
廃
屋

も
対
象
か
。
行
政
代
執
行
や
助
成
制
度

の
考
え
は
。
廃
屋
に
な
る
前
の
対
策
と

し
て
空
家
バ
ン
ク
や
空
家
管
理
導
入
の

考
え
は
。

答　

現
在
把
握
し
て
い
る
範
囲
で
廃
屋
80

軒
、
空
家
で
３
６
０
軒
、
火
災
が
５
年

間
で
１
件
。
犯
罪
は
年
間
４
、５
件
。
相

談
37
件
。
人
里
離
れ
て
い
て
も
防
災
防

犯
上
好
ま
し
く
な
い
時
は
対
象
と
な
る
。

行
政
代
執
行
や
助
成
制
度
は
条
例
の
見

直
し
も
含
め
今
後
の
課
題
。
空
家
バ
ン

ク
や
空
家
管
理
は
関
係
部
署
で
協
議
し

て
い
く
。

※
市
有
墓
地
は
年
間
に
数
件
の
問
い
合
わ

せ
が
あ
る
が
、
現
在
公
募
を
断
念
し
て
い

る
。
無
縁
墓
の
調
査
を
含
め
、
今
年
度

か
ら
来
年
度
に
か
け
て
現
状
把
握
の
た

め
の
調
査
事
業
を
開
始
す
る
と
の
こ
と
。

田中　哲

人
吉
市
廃
屋
対
策

条
例
制
定
に
つ
い
て

問　

条
例
提
案
の
規
定
に
該
当
す
る
物
件
は

何
軒
か
、
ま
た
所
有
者
が
特
定
で
き
る
も

の
と
所
有
者
不
明
の
物
件
は
何
軒
か
。

答　

廃
屋
の
軒
数
は
80
軒
、
所
有
者
判
明

67
軒
、
所
有
者
不
明
は
13
軒
を
確
認
し

て
い
る
。

問　

条
例
案
で
は
、
助
言
、
指
導
、
勧
告

に
従
わ
な
い
場
合
は
、
一
定
期
間
を
経

て
氏
名
を
公
表
す
る
と
あ
る
が
、
一
定

期
間
と
は
ど
の
位
な
の
か
。

答　

撤
去
や
補
修
な
ど
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
よ
う
履
行
期
限
を
三
カ
月
程
度
と

考
え
て
お
り
、
そ
の
後
、
助
言
・
指
導

に
応
じ
な
い
時
は
、
さ
ら
に
三
カ
月
程

度
の
履
行
期
限
を
定
め
勧
告
を
行
い
、

正
当
な
理
由
も
な
く
従
わ
な
い
時
は
、

氏
名
公
表
予
告
書
を
送
付
す
る
。
た
だ

し
、
公
表
予
定
の
５
日
前
ま
で
に
弁
明

書
提
出
が
で
き
る
。

大塚　則男

市
内
小
中
学
校
の

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

問　

市
内
小
中
学
校
の
い
じ
め
の
現
況
は
、

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

本
市
で
の
い
じ
め
認
知
件
数
は
、
小

学
校
68
件
、
中
学
校
35
件
で
あ
る
。

問　

い
じ
め
問
題
の
対
策
は
。

答　

い
じ
め
を
許
さ
な
い
心
情
を
深
め
る

授
業
の
工
夫
や
人
権
意
識
の
高
揚
を
図

り
、
思
い
や
り
や
、
生
命
・
人
権
を
大

切
に
す
る
指
導
の
充
実
を
実
践
し
て
い

る
。

問　

各
関
係
機
関
の
責
務
ま
た
は
役
割
、
連

携
協
力
を
明
記
し
、
い
じ
め
が
悪
い
こ
と

で
あ
る
こ
と
を
法
的
に
認
識
さ
せ
、
い
じ

め
の
隠
ぺ
い
体
質
を
改
善
さ
せ
る
た
め
に

い
じ
め
防
止
条
例
の
制
定
は
ど
う
か
。

答　

今
後
の
い
じ
め
問
題
の
状
況
を
整
理
・

分
析
し
な
が
ら
、
関
係
部
署
と
協
議
し
、

調
査
研
究
を
し
て
い
く
。

西　信八郎



(7)

平成 24 年 10 月 15 日 議　会　だ　よ　り 第 74 号

企
業
誘
致
と
中
小
企
業

振
興
策
に
つ
い
て

問　

人
吉
ブ
ラ
ン
ド
化
実
行
委
員
会
の
目

的
と
実
施
事
業
の
内
容
は
。

答　

都
市
部
に
お
け
る
地
元
の
物
産
品
の

販
売
と
観
光
Ｐ
Ｒ
。

問　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
の
本
市
の
考
え

と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答　

マ
ザ
ー
工
場
の
誘
致
に
つ
い
て
は
戦

略
の
見
直
し
が
必
要
。
県
南
産
業
の
核

と
な
る
企
業
誘
致
を
目
指
し
た
い
。

問　

本
市
の
中
小
企
業
振
興
策
は
。

答　

企
業
訪
問
等
き
め
細
や
か
な
支
援
を

人
吉
商
工
会
議
所
と
連
携
し
て
行
っ
て

い
る
。

問　

起
業
促
進
と
起
業
家
誘
致
に
積
極
的

に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

答　

今
後
、
協
議
検
討
す
る
。

問　

Ｆ
＆
Ｂ
良
品
に
取
り
組
ん
で
は
。

答　

取
り
組
ま
な
い
こ
と
に
決
定
し
た
。

問　

通
学
合
宿
に
対
す
る
支
援
は
。

答　

校
区
公
民
館
を
使
用
で
き
る
よ
う
法

整
備
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

松岡　隼人

が
ん
検
診
受
診
率

向
上
に
つ
い
て

問　

早
期
発
見
、
早
期
治
療
で
完
治
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
ま
た
、
が
ん

検
診
の
受
診
率
を
上
げ
、
発
見
率
を
上

げ
る
た
め
に
、
肺
が
ん
検
診
へ
「
マ
ル

チ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
」
の
導
入
、
ま
た
、

ピ
ロ
リ
菌
が
原
因
と
さ
れ
る
胃
が
ん
の

検
診
に
血
液
検
査
で
発
見
で
き
る
「
胃

が
ん
リ
ス
ク
Ａ
Ｂ
Ｃ
検
診
」
の
導
入
の

考
え
は
。

答　

Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
の
機
材
が
少
な
く
、
検

診
車
も
無
い
状
況
で
、
市
民
全
体
の
健
診

は
難
し
い
た
め
現
在
の
健
診
を
継
続
し
て

い
く
。
胃
が
ん
検
診
に
つ
い
て
も
現
時
点

の
導
入
は
難
し
い
た
め
今
後
研
究
し
て
い

き
た
い
。

※
そ
の
他
、
住
基
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
の

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
つ
い
て
や
い

じ
め
問
題
の
本
市
の
い
じ
め
の
状
況
と

い
じ
め
に
対
す
る
考
え
を
質
し
た
。

豊永　貞夫

人
吉
市
都
市
計
画
税

及
び
市
道
通
行
不
能
路
線

問　

都
市
計
画
税
の
賦
課
徴
収
は
。

答　

都
市
計
画
区
域
内
に
所
在
す
る
土
地

及
び
家
屋
に
対
し
税
率
百
分
の
0.2
で
課

税
し
、
固
定
資
産
税
と
併
せ
て
徴
収
し

て
い
る
。

問　

都
市
計
画
税
の
使
途
は
。

答　

下
水
道
事
業
、
公
園
や
街
路
整
備
事

業
及
び
こ
れ
ら
都
市
計
画
事
業
の
た
め

に
借
り
入
れ
た
市
債
の
償
還
に
、
税
収

の
約
７
割
を
充
て
て
い
る
。

問　

山
間
部
を
除
く
市
道
通
行
不
能
路
線
の

現
状
と
今
後
の
整
備
計
画
は
。

答　

市
道
路
線
６
３
５
本
中
、
１
路
線
の

城
本
荒
毛
線
で
、
崖
崩
れ
に
よ
り
通
り

抜
け
が
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

工
事
費
を
約
２
億
８
千
万
円
と
見
積
っ

て
い
る
。
現
在
、
財
政
的
に
厳
し
い
こ

と
か
ら
補
助
事
業
と
し
て
取
り
組
み
が

で
き
な
い
か
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め

検
討
中
で
あ
る
。

平田　清吉

人
口
減
少
に
伴
う

行
政
の
対
応
に
つ
い
て

問　

５
年
間
で
人
口
２
千
人
の
減
、
世
帯

数
で
約
１
３
８
世
帯
の
増
と
な
っ
て
い

る
。
行
財
政
へ
の
影
響
は
。

答　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
集
落
機
能
の

維
持
が
困
難
と
な
り
、
歴
史
や
文
化
の

消
失
が
予
想
さ
れ
る
。
歳
入
減
少
に
よ

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
低
下
、
住
民

負
担
の
増
大
が
懸
念
さ
れ
る
。

問　

家
族
を
ベ
ー
ス
に
地
域
を
再
考
す
る

「
Ｔ
型
集
落
点
検
」
の
手
法
と
は
。

答　

熊
本
大
学
文
学
部
教
授
の
徳
野
貞
雄

氏
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
農
村
集
落
の
再

生
手
法
で
「
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
や

夫
婦
の
み
と
い
う
世
帯
の
極
小
化
に
直

面
し
た
集
落
を
、
家
族
を
中
心
に
将
来

の
暮
ら
し
の
あ
り
方
を
探
る
方
法
」
と

さ
れ
て
い
る
。

仲村　勝治
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「
古
代
米
の
里
づ
く
り
」へ
の

支
援
に
つ
い
て

問　

古
代
米
（
特
に
緑
米
）
に
つ
い
て
の

認
識
と
、
市
の
農
業
政
策
の
中
で
古
代

米
を
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。

答　

緑
米
と
い
う
品
種
へ
の
認
識
は
無
く
、

古
代
米
に
関
し
て
特
に
政
策
上
の
検
討

を
行
っ
た
こ
と
は
な
い
。

問　

東
海
大
学
農
学
部
内
の
調
査
研
究
に

よ
る
と
、
緑
米
の
発
祥
の
地
は
人
吉
で
あ

り
、
特
に
玄
米
餅
は
食
味
に
優
れ
、
栄
養

改
善
、
便
通
改
善
、
美
容
効
果
が
あ
る
と

報
告
さ
れ
て
い
る
。
高
収
益
の
実
践
例
も

あ
る
緑
米
を
普
及
さ
せ
「
古
代
米
の
里
づ

く
り
」
を
進
め
て
い
る
グ
ル
ー
プ
に
対

し
、
農
政
上
、
ま
た
地
域
づ
く
り
の
観
点

か
ら
も
後
方
支
援
を
す
べ
き
で
は
。

答　

意
欲
的
な
活
動
は
「
地
域
お
こ
し
」

を
進
め
る
上
で
非
常
に
重
要
で
あ
り
、

指
導
助
言
を
含
め
今
後
全
面
的
に
支
援

を
し
て
参
り
た
い
。

森口　勝之

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

導
入
に
つ
い
て

問　

平
成
24
年
10
月
１
日
か
ら
始
ま
る
予

約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
導
入
に
つ
い
て

地
元
説
明
会
の
状
況
は
。

答　

関
係
町
内
の
老
人
会
や
子
ど
も
会
な

ど
の
要
望
に
応
じ
て
開
い
て
い
る
。
９

月
15
日
号
の
市
広
報
別
冊
利
用
ガ
イ
ド

で
詳
細
を
掲
載
す
る
。

問　

説
明
会
の
中
で
出
て
き
た
要
望
、
課
題

に
対
し
て
今
後
の
対
応
は
。

答　

予
約
は
前
日
午
後
６
時
ま
で
の
電
話

予
約
だ
が
、
状
況
を
見
据
え
て
２
、３
時

間
前
の
予
約
で
も
支
障
が
な
い
な
ら
緩

和
し
、
利
便
性
の
向
上
を
図
り
た
い
。

高
校
生
の
通
学
の
た
め
の
早
朝
ダ
イ
ヤ

に
対
応
す
る
が
、
バ
ス
停
か
ら
自
宅
の

移
動
に
は
限
界
が
あ
る
。

※
こ
の
他
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
た
取

り
組
み
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
策
の
推
進

に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

井上　光浩

農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の

策
定
に
つ
い
て

問　

農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
対
す
る
基
本

的
な
考
え
や
方
針
は
ど
う
か
。

答　

第
５
次
総
合
計
画
を
基
本
に
農
業
経

営
基
盤
の
強
化
に
関
す
る
基
本
的
な
構

想
、
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
く
人
吉
農
業
振
興
地
域
整

備
計
画
、
人
吉
市
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化

構
想
に
沿
っ
て
農
業
振
興
を
進
め
て
い

る
。
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
対
す
る
基

本
的
な
考
え
方
や
方
針
は
、
農
畜
産
物

の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
販
路
の
確
保
・
拡
大
、

農
地
の
保
全
活
用
、
担
い
手
対
策
等
の

各
施
策
の
推
進
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
つ
い

て
は
ど
う
考
え
る
か
。

答　

各
種
振
興
指
針
を
基
に
振
興
を
図
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
実
態
を
踏
ま
え
、

策
定
を
検
討
し
た
い
。

笹山　欣悟

多
目
的
運
動
広
場

建
設
に
つ
い
て

問　

第
５
次
総
合
計
画
で
の
多
目
的
運
動

広
場
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
。

答　

現
在
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
意
識
の
高

ま
り
、
そ
の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
す
る
中

に
あ
り
、
市
民
の
誰
も
が
気
軽
に
で
き

る
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
競
技
力
向
上
を
図
り
、
併

せ
て
各
種
大
会
の
誘
致
を
通
じ
て
ス

ポ
ー
ツ
交
流
な
ど
に
よ
る
地
域
振
興
を

図
る
こ
と
も
本
市
の
重
要
な
施
策
で
も

あ
る
。
こ
の
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や

交
流
の
拠
点
と
し
て
多
目
的
運
動
広
場

の
整
備
は
本
市
の
重
要
課
題
で
あ
り
、

第
４
次
総
合
計
画
で
は
「
建
設
を
目
指

す
」
と
し
て
い
た
が
、
第
５
次
総
合
計

画
で
は
「
整
備
を
行
う
」
と
位
置
づ
け

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

※
地
域
福
祉
の
充
実
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

の
導
入
に
つ
い
て
な
ど
を
質
問
し
た
。

村口　　隆
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～南九州中部市議会議長会議員研修会～～南九州中部市議会議長会議員研修会～

～熊本県知事へ要望活動を実施～～熊本県知事へ要望活動を実施～

　南九州中部市議会議長会（えびの市、小林市、伊佐市、

人吉市の４市で構成）議員研修会が７月９日（月）えびの

市で開催されました。

　本市からも 17 名の議員が参加、えびの市の「地域おこし

協力隊」の活動内容や埋蔵文化財「島内地下式横穴墓群」

について研修を行いました。

　　

　　　研修後には、決議５件を次のとおり採択しました。

　　　　１　国道 221 号、267 号、447 号の整備促進を求める決議

　　　　２　地域医療の確保を求める決議

　　　　３　口蹄疫復興に対する今後の支援対策と配合飼料価格の高騰対策及び粗飼料の増産対

　　　　　　策を求める決議

　　　　４　子どもたちの生命を守るため、ヒブワクチンと小児用肺炎球菌ワクチン及び子宮頸

　　　　　　がん予防ワクチンの定期接種化並びに十分な財政措置を求める決議

　　　　５　霧島連山・新燃岳の噴火災害対策を求める決議

　なお、この決議については、８月 20 日・21 日に南九州中部市議会議長会で関係省庁や地元選

出国会議員へ要望活動を行っています。

　８月 23 日（木）熊本県市議会議長会において、熊本県知事に対し、2項目について要望し、意
見交換を行いました。
　　県北地域の地域振興の促進について
　　県南地域への企業誘致の推進について
　　　　・熊本県南地域において、企業の立地ニーズに対応した県営工業団地の造成を早期に図
　　　　　ること。
　　　　・企業立地に関する県の補助金及び資金融資並び
　　　　　に税の優遇措置をさらに拡充すること。
　　　　・熊本県南地域の企業立地条件の向上を図るため、
　　　　　道路交通網の整備促進を早期に行うこと。
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　7月11日に西瀬小学校3年生が社会科見学として市役所を訪れました。

　「市役所は何をしているところ？」ということで市の担当者から説明を

受けた後、市役所内を見学しました。議場では事務局職員から簡単な説

明を受けたあと、実際に議長席や議員席に座ってみたりしていました。

　大人になったら将来の人吉市政を担って活躍してほしいと思います。

　小原流の吉
（写真右）
澤照子さん、木野淨子さんのご好意により

定例会の際に、議場にお花を生けていただいています。

　また、市民の方からもご自宅の庭などに咲いているお花

をいただいており、議場や事務局に飾っています。

　ご好意ありがとうございます。

議会を傍聴しませんか！
　市議会では、皆さんに会議を傍聴していただくために議場に傍聴席（36 名分）を設けてい
ます。
　市議会定例会は、毎年３月・６月・９月・12 月に開かれ、一般質問は各定例会ごとに３日
間の予定で行われます。
　どなたでも傍聴できますので、お気軽においでください。
　また、ご自宅のパソコン等からインターネット（人吉市ホームページ）でのライブ中継や
録画中継も見ることができます。
　日程など詳しくは、市議会事務局☎２２－２１１１
　　　　　　　　　　　　　　　　内線 3312・3313 へお問い合わせください。

　

大
規
模
地
震
発
生
を
想
定
し
た

総
合
防
災
訓
練
が
、
９
月
２
日
、

大
畑
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
メ
イ

ン
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総

合
防
災
訓
練
は
、
各
校
区
を
会
場

に
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

震
災
想
定
の
訓
練
は
初
め
て
の
こ

と
で
、
関
係
機
関
や
団
体
、
地
元

住
民
約
千
人
が
参
加
し
て
の
訓
練

で
し
た
。

　

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
の
発
生
、

７
月
の
阿
蘇
地
域
を
中
心
と
し
た

北
部
豪
雨
災
害
を
受
け
、
本
市
に

お
い
て
も
風
水
害
と
と
も
に
震
災

へ
の
備
え
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
市

民
の
生
命
と
安
全
安
心
な
生
活
を

守
る
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
の
訓

練
と
連
携
の
大
切
さ
を
改
め
て
痛

感
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
か
ら
は
、
旧
中
津

留
美
術
館
跡
地
の
市
有
地
が
、
多

目
的
広
場
「
城
見
庭
園
」
と
し
て

一
般
解
放
さ
れ
て
い
ま
す
。
目
の

前
の
球
磨
川
と
対
岸
の
人
吉
城
跡

が
望
め
る
景
観
に
優
れ
た
場
所
で

す
。
９
日
に
は「
城
見
庭
園
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
人
出
で
賑

わ
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
皆
さ
ん

も
、
ぜ
ひ
眺
め
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。    

（
文
責
：
笹
山　

欣
悟
）

【
議
会
報
編
集
委
員
会
】

委
員
長
／
永
山
芳
宏

副
委
員
長
／
森
口
勝
之

委　
　

員
／
宮
﨑　

保　
　

高
瀬
堅
一

　
　
　
　
　

大
塚
則
男　
　

犬
童
利
夫

　
　
　
　
　

豊
永
貞
夫　
　

笹
山
欣
悟

次
の
定
例
会
は
12
月
で
す
。

西瀬小 3年生が議場を見学 !!

議場にお花を生けていただいています


